
夏、トビハゼ観察がもっともおもしろい季節
夏はトビハゼの繁

はん

殖
しょく

シーズン、他の季節では見られない特別な行動
が見られます。今回は、この夏の調査で観察されたトビハゼの興味
深い様子を紹

しょう

介
かい

しましょう。
まず遠目で干

ひ

潟
がた

を見
み

渡
わた

します。もっとも目立つ行動は、ピョンピョンとせ
わしなく飛び跳

は

ねる姿
すがた

でしょう。普
ふ

段
だん

、トビハゼは急いで移動するとき
に前方向へジャンプしますが、この時期は上方向へジャンプします。さ
らに目を凝

こ

らして、そのトビハゼに注目してみます。やや赤みをおびたト
ビハゼが腕

うで

のような大きな胸
むな

ビレでふんばり、体をそらしている姿を確
かく

認
にん

できるかもしれません。また、尾
お

ビレを左右にくねくねと振
ふ

っている様
子も見られます。特

とく

徴
ちょう

的な行動や赤みをおびた体色は、目が慣れれ
ばよく見えるはずです。
これらの目立つ行動は、繁殖期のオス特有のもので、メスを誘

さそ

うため
の求愛行動なのです。隠

かく

れる場所がほとんどない干潟では、このよう
な行動は鳥などの外敵にみつかりやすく危

き

険
けん

と隣
とな

り合わせです。しかし、
危険を犯してでもトビハゼのオスは子孫を残すために求愛するのです。
求愛行動は、鳥だけなく、私

わたし

たち人間にも見つけやすく、観察してい
ても、そのおもしろさに飽

あ

きることがありません。夏はトビハゼの観察に
もっとも適した季節なのです。
水族園では、毎年、夏と秋に葛西海浜公園の「東なぎさ」と荒川
河口でトビハゼ調査を行っています。夏の調査では、特に荒川河口

で求愛行動がよく見られました。今年の繁殖がうまくゆき、秋には稚
ち

魚
ぎょ

がたくさん見られることを願っています。 　　（飼育展示係　田辺 信吾）

一
い っ

生
しょう

懸
け ん

命
め い

、地曵き網をひく子どもたち

葛西海浜公園の「西なぎさ」。すっきりと晴れて、水平線の向こうに
は都心のビル群とその先に富士山までがよく見えます。潮

しお

が満ちてき
た干

ひ

潟
がた

で、二手に分かれ、地
じ

曳
び

き網
あみ

を引
ひ

っ張
ぱ

ります。調査用の小さ
な網ですが、水中を引っ張るのは意外に重く、子どもたちの腕

うで

に力が
入ります。よいしょ、よいしょと100mほど引いた後、わくわくしながら網
をたぐり寄

よ

せてなかをのぞくと、銀色に体を光らせるサッパやボラ、小さ
なエビのようなイサザアミのなかまがたくさん、また、数は少ないですが
マハゼやマゴチの幼

よう

魚
ぎょ

、ウリクラゲのなかまも入っていました。
フィールドプログラム「東京の海を知る」第３回では、潮がひいた時
間に干潟で生き物をさがし、その後、地曳き網を使って生き物を獲

と

りま
した。天候に恵

めぐ

まれたこの日は、少し特別な観察会となりました。参
加した子どもたちの狩

しゅ

猟
りょう

本能が高かったのか、運に恵まれたのか、
通常「西なぎさ」ではあまり見られない生き物が見つかったのです。コ

トヒキの幼魚やガザミ、そしてヨウジウオです。ヨウジウオはおそらく、ち
ぎれたアマモの葉とともに流れついたのでしょう。自然はときに意外な
出会いを用意してくれるものです。今年度の「東京の海を知る」はこ
れで終わりですが、来年も引き続き、さまざまな東京の海を体験できる
プログラムを計画します。お楽しみに! 　     （教育普及係　天野 未知）

どんな魚が獲れるかな？「西なぎさ」で地曵き網

網をたぐり寄せて中をのぞくと・・・

メスを誘うオス。ピョンと上方向へジャンプをしたり（写真上）、くねくねと尾び
れを振ったりと（写真下）、忙しい


